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各施設を分散させて配置することで

回遊性を持った立体的なにぎわいを

創出します。分散型配置により、将

来の増築や機能変更にも柔軟に対応

が可能です。
シンボルツリー
ベンチ改修

市民活動スペース
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桜の杜の風景

EV

にぎわい創出空間にぎわい創出空間
にぎわい創出空間

桜の杜ひろば

屋根のあるひろば屋根のあるひろば

桜の杜ひろば

日立市民や常陸多賀駅地域住民のシビックプライドである『桜』。

われわれはこの地になじみ深い桜という、人を和ませ、喜ばせる植物をキーワードとし、

駅の東西、そしてさらには駅から続く地域全体へと桜の輪をつなげ、桜並木や桜の杜、

ポケットパークとして広げていくことを提案します。

現在、常陸多賀駅周辺で目立って増えてきているのが「空地」です。駅や、交通の整備や

利便性を整えることはもちろんですが、長い目で見て空地や空きビルをどうしていくか、

ということは切実な問題です。そうした空き地の解消、そして、惜しまれる駅東側の桜

の大木の伐採などを考え合わせると、新たな桜の植栽計画はまちをみんなで考える

ひとつのきっかけとなるでしょう。また市民参加の桜の植樹や苗木の育成など、今まで

あまり関心がなかった住民への意識を高め、駅を中心とした地域の共創コミュニティを

生みだします。

駅東側の巨大空地は公園とし、春には市民こぞって

花見ができるような桜の杜に整備します。現在駅西

側からは東の空地は見えませんが、自由通路が完成

することにより、物理的に東西がつながるとともに、

桜を通して心理的にも東西がつながっていきます。

桜の杜ひろば

線路に沿って、１階に駐車場、駐輪場と直結した

マルシェを設け、駅利用者の買い物の利便性を高

め、地元の高齢者の買い物難民にもやさしい場所

をつくります。

西口ブロック１階中央にはバスや自家用車を待つ

人のための待合所と、市民活動の拠点となる大きな

スペースを設けます。ここでは子育て世代の交流

の場として、キッズスペースやブックライブラリー、

コミュニティーカフェなどの設置が考えられます

が、市民が自らアイデアを出して運営していく、

市民のための自由なスペースとします。

また、ポップアップストアやレンタルスペースと

して、非常時には防災関連スペースとしても使え

る予備スペースも準備します。

西口　１階

西口ブロックで特徴的なのは、1階と自由通路階

（2階）との間にメザニン（中2階）を設けることです。

ここは散歩道のようなイメージで、遊びのある空

間です。1,2階の中間地点として光と風を通すこ

とで、緑地の生育を促し、ベンチやテーブル、照

明計画を充実させて憩いの場を演出します。また、

この階からはダイレクトに駐車場に直行すること

ができ、車利用者のルートとして役立ちます。

西口　中2階

自由通路は人工的な空間になりやすいため、床の

仕上げを工夫し、植栽帯を設けてアウトドアの雰

囲気を作ります。東側突端からは、ロータリーを

経てお花見ひろばの桜が見渡せるかもしれません。

また、西口突端のテラスは、１階部分の庇として

車いすなどの乗降所の役割を果たします。

東西自由通路（2階）

東口BRTロータリーの下部には、大きな人工地盤

下空間が生まれます。われわれはこの部分を利用

して、駐車場を入れ込むとともに、雨がかからな

い「屋根のあるひろば」として地域の子どもたちに

遊び場を提供します。明るい照明や、おしゃれな

カラーリングを施すことで人工地盤下は楽しく安

全な場所になるでしょう。スケートボードグラウン

ドやバスケットコートなど、子どもたちが騒音を気

にせず存分に活動できる場所をつくっていきます。

東口1階　屋根のあるひろば

市民活動スペース+キッズスペースイメージ

屋根のあるひろばイメージ

マルシェのイメージ

桜の杜イメージ

ペデストリアンデッキのイメージ

自由通路及び付帯施設 Total

2F

M2F

西口 1F

東口 アプローチ

西口 1F

施設概要

上記以外のにぎわい創出施設 (提案)

2190㎡

825㎡

405㎡

875㎡

85㎡

575㎡

駐車場

駐輪場

西口

東口 人工地盤下

西口 南 平屋

西口 北 (2F建て )

東口 平屋

桜の杜ひろば (屋根のあるひろば 1900㎡を含む )

98台
66台

　240台
345台
120台

7050㎡

桜でつなぐ駅とまち 【様式 11】企画提案①



Hitachi-Taga Station

人々を迎えるファサードイメージ

中間階を挿入することで、西口に面したファサードが分節され、低層のまちなみに

見合ったスケール感となり、左右に伸びる設えが駅に向かう人々を迎え入れます。

交通結節点における機能強化と、滞留・交流によるにぎわい創出を両立させ、市街地

に面した新たな「顔」をつくります。

Hitachi-Taga Station

西口駅前広場

桜の杜ひろば

バス
待合WC

西口ファサード

東西断面イメージ

アクセス道路東口交通広場東西自由通路

自由通路

ホーム

ガラススクリーン

トップライト

ベンチ

駅舎

Light Well
光＋風

6.5m店舗スペースor 待合スペース
イベントスペース  etc

wind

wind

バスシェルター兼用

西口
バスロータリー

西口駅前広場

東口交通広場

よかっぺ通り

桜の杜ひろば

中2F
ペデストリアンデッキ

2F自由通路

ホーム

駅舎

ホームと駅前広場が
視線でつながる

wind

wind

ガラススクリーン

人工地盤下の屋根のあるひろば

よかっぺマルシェ WC / 店舗 WC待合所 ポップアップストア市民活動スペース
＋キッズスペース

積極的に桜を移植 緑のゲートが人々を迎える 駐輪場もまちの
大事な風景

北から南へ270mのまちのペデストリアンデッキ
(駐輪場・駐車場も駅への楽しいアクセス)

駐車場

自由通路がまちへ顔を出す ブック&カフェ にぎわいを感じる透明なスクリーン

市民活動スペース

2F

1F

中2F

天井 :県産木材線路上空における与条件から必然的に決まっ

てしまう自由通路のレベルに対し、地上との

間に中間階を挿入します。接地性の高い「まち

につながる」フロアを設けることで、移動動線

にとどまらない立体的な賑わいを生み出し

ます。単なる床の積層ではなく、上下の床が

ずれて重なり、階段や吹抜けによってつな

がることで、下階に光や風が届き、視線が交錯

する立体的な空間です。また、商業施設に

限定せず、文化施設なども配置することで、

駅ビルのように駅だけで完結することなく、

まちとの交流を促します。

駅の東西を結ぶ東西自由通路については、安心して通行できる歩行空間として整備

することはもちろんですが、単なる通行空間ではなく、なるべく自然の光や風を

感じることができ、通路に面してテナントなどを計画することで、滞留できる場所と

して設えます。日中は、極力自然光にて対応することで、快適性と省エネ性の両立

を図ります。駅前通り（よかっぺ通り）の軸線上に位置し、新たな東口へ抜ける自由

通路は、新設されるロータリー越しに桜の杜を望むこともでき、まちの中に新しい

視点を提供する場所ともなります。

東西自由通路

積層する床と立体的な広場

桜でつなぐ駅とまち 【様式 12】企画提案②




